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○曽於市デイサービスセンターの設置及び管理に関する規則 
平成17年７月１日 

規則第76号 
（趣旨） 
第１条　この規則は、曽於市デイサービスセンターの設置及び管理に関する条例（平成17

年曽於市条例第108号。以下「条例」という。）第12条の規定に基づき条例の施行に関し

必要な事項を定めるものとする。 
（利用申請） 
第２条　条例第３条第２号の事業（以下「事業」という。）を利用しようとする者（以下「申

請者」という。）は、老人デイサービス利用（変更）申請書（様式第１号）に健康診断書

を添えて市長に申請するものとする。 
（決定及び登録） 
第３条　市長は、前条の規定による事業の利用申請があった場合は、デイサービス利用判定

審査票（様式第２号）によりその必要性を検討した上で、速やかに利用の可否について決

定するものとする。 
２　市長は、前項の規定により決定したときは、デイサービス利用決定通知書（様式第３号）

により、申請者に通知するものとする。 
３　市長は、第１項の規定により利用を認めた者（以下「利用者」という。）を、デイサー

ビス利用者台帳（様式第４号）に登録するとともに、デイサービス提供依頼書（様式第５

号）により指定管理者（以下「管理者」という。）に通知するものとする。 
（届出） 
第４条　利用者又はその介護者は、次の各号のいずれかに該当するときは、デイサービス変

更届（様式第６号）により、速やかに市長に届け出なければならない。 
(1)　デイサービスの利用を必要としなくなったとき。 
(2)　住所又は連絡先を変更するとき。 
(3)　世帯の状況が変わったとき。 
２　市長は、前項の変更届があったときは、管理者にその写しを速やかに送付するものとす

る。 
（廃止） 
第５条　市長は、利用者が次の各号のいずれかに該当するときは、事業の利用を廃止するこ

とができる。 
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(1)　事業の利用の必要がなくなったとき。 
(2)　虚偽の申請その他不正な手段により事業を利用しているとき。 
(3)　その他市長が不適当と認めるとき。 
２　市長が事業の利用を廃止したときは、その利用者及び管理者にデイサービス利用廃止通

知書（様式第７号）により速やかに通知するものとする。 
（その他） 
第６条　この規則に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

附　則 
（施行期日） 
１　この規則は、平成17年７月１日から施行する。 
（経過措置） 
２　この規則の施行の日の前日までに、合併前の末吉町デイサービスセンターの設置及び管

理に関する条例施行規則（平成７年末吉町規則第１号）、大隅町老人デイサービスセンタ

ーの設置及び管理に関する規則（平成８年大隅町規則第３号）又は財部町老人デイサービ

スセンター運営事業実施要綱（平成９年財部町告示第18号）の規定によりなされた処分、

手続その他の行為は、それぞれこの規則の相当規定によりなされたものとみなす。 
附　則（平成17年12月27日規則第192号） 

（施行期日） 
１　この規則は、平成18年４月１日から施行する。 
（経過措置） 
２　この規則の施行の日の前日までに、改正前の曽於市デイサービスセンターの設置及び管

理に関する規則（平成17年曽於市規則第76号）の規定によりなされた処分、手続その他

の行為は、この規則の相当規定によりなされたものとみなす。 
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様式第１号（第２条関係） 
様式第２号（第３条関係） 
様式第３号（第３条関係） 
様式第４号（第３条関係） 
様式第５号（第３条関係） 
様式第６号（第４条関係） 
様式第７号（第５条関係） 


